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▼ B 群第 1 号墳内部の副葬品の出土状況

▲ B 群第 1 号墳の全景

▲ B 群第 1 号墳の副葬品▲ A1 号墳の現状

市内新野地区

殿ノ平横穴群

埋蔵文化財包蔵地 殿ノ平横穴群

　殿ノ平横穴群は、新野川左岸の篠ケ谷観音堂の
裏山に位置しています。
　平成12年11月に、地主から山の斜面の木の根
を取ったら穴が開いたとの連絡があり、確認した
ところ、横穴であることが判明しました。そして、
平成15年2月12日から3月26日にかけて、発掘調
査が実施されました。
　調査の結果、平面形はフラスコ形、断面がドー
ム状の横穴で、入口部分上部の天井は崩落してい
ましたが、入口から奥行１. ４㍍の範囲に3～4段
の閉塞石が残存しており、横穴の内部には敷石が
二重に敷き詰められていました。
　副葬品としては、７世紀代の須恵器や土師器が
出土しています。
　この横穴内部の西側壁に貫通した穴が見つか
り、もう１つ横穴が西側に隣接しており、群を形
成していることから、最初に発掘調査した横穴を
B 群第１号墳、西側の横穴を B 群第２号墳としま
した。また、B 群から少し離れた場所に以前から
穴が開いている所があり、これも横穴と確認され
たため、A １号墳としました。
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敷石が敷き詰められた横穴
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【追加対策工事の一例】
・防波壁地盤改良工事
2009 年 8 月の駿河湾の地震で揺れが増幅し
た 5 号機周辺の防波壁基礎を頑丈に固めます。
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